
■法人の概要

■農業参入の概要（参入年度：平成１９年度）

■農業経営の目標（平成２３年）

■農業参入の動機・きっかけ・目的

■取組の主な特徴と今後の事業展開等

【新牛舎】　 【朝食に放牧地から帰ってきた牛たち】　

合同会社 いざなぎ牧場

法人名 合同会社 いざなぎ牧場

代表者 代表 近藤武夫

所在地 〒684-0301 隠岐郡西ノ島町大字宇賀１１８

設立 平成１９年

資本金 ３００万円

電話 ０８５１４－７－８８２１ FAX ０８５１４－７－８８２２
Ｅmail matu-828@tx.miracle.ne.jp  

参入形態 別会社（合同会社）を設立

支援事業の活用

（関連会社） （有）山下土木工事所
（業種） 土木建設業

経営規模 肉用牛繁殖経営 ５８頭

従業員等 農業部門 常時従事者２名

販 売 額 １５百万円
主な販路 農業団体を通じた島内子牛市場出荷

公共事業が減少する中、雇用の場を確保し、新分野に進出することを模索する中、「農業（畜産）」に着目。

水産業も検討したが、生産～流通のリスクが大きいことを考慮し断念。

地域で取り組まれており可能性の高い畜産（肉用牛繁殖）とした。
放牧による低コスト経営が期待でき、畜産農家も多いことから新規参入でも十分可能性はあると判断した。

【取組の主な特徴】

○町内にある公共牧場と遊休施設を活用し、低コスト化を図る。

○地域の中で、農家と協力しながら前進する。

○同業者とのネットワークを活用し、資材購入費の低減、副産物の活用等を行う。

【今後の課題・事業展開】
○飼養管理技術の向上と受胎率の向上が課題。

○H24.4月から新牛舎に移転、これから50頭から100頭飼育をめざす。
○意欲ある若手従業員を雇用し、後継者として育成したい。

○農業部門の安定経営の実現！
○地域とともに歩む畜産経営！
○後継者の育成による人材育成！
○試行錯誤しながら前進！

代表 近藤武夫

調査研究 整備事業 促進資金 国補助事業

Ｈ１８ Ｈ１９ － －


